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わたりました。
【実習番外編】
　朝は，morning lecture，お昼はランチ付きのlunch conferenceが研修医のために準備されており，毎日共
に参加させていただきましたが，絶えず学びの機会がある環境であったといえると思います。更に，fellow
の先生の自発的なlectureは数知れず，また，医学生であっても積極的に得た情報を共有して時にはlecture
をすることができます。そしてそこには活発な質疑応答，ディスカッションが常にあり，InputとOutputの
機会を臨床の現場でえ積極的に作り出そうとする姿勢，米国医学教育のあり方が伺えました。また，教育で
きない医師は評価が下がるため，根本から教育者として立ち振る舞うことが常識となっており，常に上の者
は下の者に教え，同時に上下関係なく知識や考えを共有し合い議論することも当たり前である環境であった
といえます。それは医学生であっても例外でなく，私達も共に臨床の現場では学びつつ何かを提供する立場
でなければならないという認識を強く感じた四週間となりました。
【おわりに】
　最後になりますが，今回得た経験を糧に，日本で成長を続け，いつかまたこの舞台に戻ってくることを目
標に今後頑張っていきたいです。今回の実習をサポートしていただいた全ての皆さんに重ね重ね感謝致しま
す。本当に有難うございました。
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